
岐阜農林事務所の普及活動状況 令和 7年 2月 28日現在 

 

 

■普及活動紹介 令和６年度「明日の農業を考えるセミナー」を開催 

農林事務所は、岐阜地域農業改良普及事業推進協議会と共催で、２月 18

日、岐阜県シンクタンク庁舎にて、「明日の農業を考えるセミナー」を開

催した。管内の農業者や関係者ら約 60人が参加した。 

はじめに、農業普及課から普及活動と成果として、「小麦の品種転換」、

「花きを中心にバイオスティミュラント資材の活用」に関する２事例を報

告した。また、ＪＡぎふのＴＡＣからは「岐阜市方県地区における水稲反

収向上に向けた取り組み」について、活動事例報告がなされた。日頃、農

業者、関係者とともに取り組んでいる活動の成果を共有することができた。 

その後、株式会社農テラス 山下弘幸代表取締役から「これからの農業経営戦略」をテーマにご講演頂

き、原価を把握し逆算により農業経営を強化すること、農業に軸足を置いた複合経営の提案等について示

唆を頂いた。 

引き続き、農林事務所では、地域農業の維持発展、農業者の経営安定に向け、普及活動を行っていく。 

（農業普及課長） 

 

 

 

■担い手リーダー  指導農業士・青年農業士にて視察研修会を開催  

岐阜地域指導農業士連絡協議会及び岐阜地域青年農業士連絡協議会

は、先進農家の経営事例、特色ある取組み等を見聞し、今後の経営発展

の一助とすることを目的に、２月 20 日に視察研修会を開催した。当日

は、農業士７名を含む 10名が参加した。 

当日は恵那市で高糖度の中玉トマトやその加工品を生産する恵那川上

屋の(株)恵那山ファーム、美濃加茂市で水稲の栽培、作業受託、米の販

売等を行う(有)春見ライスを訪問した。恵那山ファームでは実際の中玉

トマトの生産ほ場を見学した他、中玉トマトの生産や加工品開発を始め

た経緯、販売状況等について説明を受けた。また、春見ライスでは自社米を使ったおにぎりの販売店、

乾燥調製の工場等を見学し、その後、代表の春見秀則氏より経営概要や独自の取組み等について詳し

い説明を受けた。参加した農業士７人からは多くの質問が出て活発な情報交換がなされ、有意義な視

察研修会となった。 

農林事務所では両協議会の運営支援を通して、先進的な農業者かつ地域リーダーである農業士と意

見交換や情報交換を密接に行っている。今後も両協議会と連携し、会員の経営発展に向けた活動を支

援していく。 

（園芸産地支援第一係、園芸産地支援第二係） 

今月の重点活動 

ぎふ農業・農村を支える人材育成   

【セミナー発表の様子】 

【春見ライスでの情報交換の様子】 



 

■岐阜農林高校 『農業の現場を学ぶ出前講座』を開催  

岐阜農林高校は、２月５日に「農業の現場を学ぶ出前講座」を北方町

の同校で開き、流通科学科２年生40人が先進農家の農業経営について学

んだ。 

この講座は、県内で活躍する若手農業者を派遣し、農業の現状や就農

からの経験、経営の考え方を伝えることで、生徒の農業理解を深め、就

農を含めた進路選択の参考とすることを目的に、農林事務所が農林高校

と連携し、年２回開催している。 

この日は、アグリテック羽島株式会社（羽島市）の渡邉祐介社長が情

報通信技術ＩＣＴを利用した土地利用型スマート農業の取組み、せっきーファーム（瑞穂市）の関谷英

樹氏が農産物（かき）の販売戦略について講演した。 

関谷氏は「農家は美味しい農産物を作る努力はするものの、売る努力が十分でない」と指摘し、「〇

〇があったら嬉しいな、○○があれば良いな」との消費者目線をもって、販売に取組むことの重要性を

語るとともに、「これからの農業界を引っ張っていくのは若い世代の皆さんである」と激励を送った。 

                               （地域支援第一係） 

 

■農福連携 岐阜地域農福連携推進会議にて視察研修を開催 

農林事務所は、農福連携を推進するため農福連携推進会議を主催してお

り、２月６日に関係者の知識向上に向けた視察研修を開催した。研修では、

各務原市の「就労継続支援Ｂ型事業所わくわく」（以下「わくわく」）と

犬山市の「株式会社ココトモファーム」（以下「ココトモファーム」）を

視察した。 

「わくわく」では、利用者の作業の様子を見学した。事業所スタッフが

利用者と接する時、様々な利用者がいる中でハプニングが起こるため、常

に監督が必要であるとのことであった。しかし、障がい者が就業すること

は、本人への給金があり社会生活が送れること、家族の監護の時間が減らせる等の利点も多く、障害福祉

サービスとして取り組む意義が高いとの説明を受けた。 

「ココトモファーム」は、米の生産・加工・販売を一貫して行っており、社員の２割程度に障がい者を

雇用している。社長自身も障がいがあり、子供のころから生きづらさを感じていたことから、「誰ひとり

取り残さない」ように誰もが働ける場所を作りたかったとのことであった。会社設立から今までの経緯と

会社で生き生きと働く社員の様子について説明いただいた。 

参加者は、間近で障がい者の労働の様子を視察することができ、疑問点などについても丁寧に説明いた

だき、障がい者の労働支援に対する理解を深める視察となった。 

今後も農林事務所では、農福連携の取組みを推進するため、研修会の開催支援や情報提供を行っていく。 

（園芸産地支援第二係） 

 
【出前講座の様子】 

【事業所視察の様子】 



【意見交換会の様子】 

 

 

■水稲 有機栽培の取組み支援 

２月 19 日に山県市役所で有機農業推進のための意見交換会が開催

された。当日は生産者８名を含む 15 名が出席し、農林事務所からは

今年度初めて取り組んだ営農組合の水稲有機栽培の状況について画像

を使いながら情報提供を行った。有機区の結果は、慣行区と比較して

稈長や穂長が長かったため倒伏し、営農全体では収量が低くなったこ

と等を説明した。 

その後、各々の取組みについて紹介と意見交換が行われた。山県市

からは、持続可能な地域農業の発展を図るため、次年度に山県市有機

農業推進協議会を立ち上げ、オーガニックビレッジ宣言を行うまでのスケジュールについて説明があっ

た。参加者からは、有機栽培に使える肥料資材についての質問があるなど、関心の高さが伺われた。 

今後も農林事務所では、生産者に肥培管理や雑草対策等について支援するとともに、山県市が実施

する有機農業への取組みについて支援していく。 

（地域支援第三係） 

 

 

 

■トマト 高温対策を検討～糸貫トマト振興会～ 

本巣市の糸貫トマト振興会は、今年度から新規就農者が１名加わり、

９戸で構成されている。振興会では随時、勉強会を開催しており、２月

３日には高温対策と IPM（総合的病害虫・雑草管理）について情報共有

と意見交換を行った。昨年夏季の高温の影響は大きく、今後も高温傾向

が続くものと予測されるため高温対策として、ハウス内の温度を下げる

手段・手法について、また、病害虫防除に関しては予防、観察・判断、

防除の考え方を確認し、防虫ネットや粘着テープの点検等、農薬に頼ら

ない栽培管理方法について検討した。 

農林事務所では、農業経営課革新支援専門員及び農業技術センター研究員の協力を得てトマトの生

育状況及び培土を調査し、高温障害等の回避に向けた検討を行っており、さまざまな環境要因が複合

的に関係する状況下で、「感動とワクワク」のトマト生産を引き続き支援していく。 

（園芸産地支援第一係） 

 

 

 

安心で身近な「ぎふの食」づくり   

ぎふ農畜水産物のブランド展開 

【専門員による調査の様子】 


